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１
月
８
日
の
「
成
人
の
日
」
を
前

に
、
７
日
㈰
、
凮
月
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
を
会
場
に
、「
平
成
30
年
那
須
烏
山

市
成
人
式
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
度
、
市
内
で
成
人
を
迎
え
た
の

は
、
平
成
９
年
４
月
２
日
～
10
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
２
６
７
人
。
当
日
は
、

そ
の
う
ち
の
８
割
を
超
え
る
２
２
４
人

が
華
や
か
な
晴
れ
着
や
紋
付
き
袴
、
真

新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、
成
人
式

に
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
新
成
人
を
前
に
川
俣
純

子
市
長
が
「
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
那
須
烏
山
市
は
皆
さ
ん
に
と
っ

て
い
つ
で
も
戻
っ
て
来
ら
れ
る
ふ
る
さ

と
。
成
人
を
機
に
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
ど
う
し
て
ほ
し
い
か
考
え
て
み
て
ほ

し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
た
ほ
か
、
大
勢

の
来
賓
か
ら
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。
そ

し
て
、
新
成
人
代
表
あ
い
さ
つ
で
は
、

今
年
の
成
人
式
実
行
委
員
会
委
員
長
を

務
め
た
常
盤
祐
哉
さ
ん（
滝
田
）が
、「
ど

ん
な
こ
と
に
も
果
敢
に
挑
戦
し
た
い
。

失
敗
し
て
も
挫
け
ず
前
を
向
き
、
自
分

の
信
じ
る
道
を
歩
ん
で
い
き
た
い
」
と

新
成
人
と
し
て
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
後
に
行
わ
れ
た
成
人
式
実
行
委

員
会
主
催
の
記
念
行
事
で
は
、
中
学
校

時
代
の
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
、
小
・
中
学
校
を
振
り
返
る
写
真

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
、
新
成

人
た
ち
は
懐
か
し
い
思
い
出
に
浸
っ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
サ
イ
コ
ロ
の
出
た
目
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
発
表
す
る
サ
イ
コ
ロ
ト
ー

ク
も
行
わ
れ
、
参
加
型
の
催
し
に
盛
り

上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

記
念
行
事
が
終
わ
っ
た
後
も
、
会
場

や
駐
車
場
周
辺
で
は
旧
友
と
の
再
会
に

懐
か
し
む
声
が
交
わ
さ
れ
、
新
成
人
た

ち
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

①新成人代表あいさつをする成人式実行委員長の
常盤さん　②③盛り上がりを見せたサイコロトー
ク　④懐かしい小・中学校時代の写真スライドシ
ョー　⑤市民の歌を斉唱する新成人たち。

①

④ ②

⑤ ③

成人式
〜私たちハタチになりました〜

大
人
の
責
任
と
自
覚
を
新
た
に

２
２
４
人
が
成
人
の
門
出
を
祝
う

▲カメラマンにも笑顔。
▶晴れ晴れとした気持ち
で受付に並ぶ新成人。
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成人式実行委員会メンバー

●委員長　　常盤祐哉（烏山中）
●副委員長　常盤郁哉（烏山中）
●委員　�郡司佳典（荒川中）、菊地梨

沙（荒川中）、田中島啓人
（烏山中）、永島唯登（下江川
中）、篠田萌（下江川中）、仲
野陽介（烏山中）、森皐介（烏
山中）、雫昂輔（荒川中）、坂
主成美（烏山中）、富田玲（烏
山中）、塩田美月（下江川中）

※（　）内は出身中学校、敬称略

今
年
の
テ
ー
マ
は「
感
謝
」

実
行
委
員
会
に
よ
る
手
づ
く
り
の
成
人
式

本
市
の
成
人
式
の
特
徴
は
、
例
年
、
新

成
人
た
ち
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
中
心

と
な
り
準
備
を
進
め
る
こ
と
で
す
。
昨

年
一
度
は
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、

今
年
復
活
。「
感
謝
」
を
テ
ー
マ
に
、
式

典
後
の
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
が
動
き
始
め
た
の
は
昨

年
９
月
。
市
が
公
募
し
、
当
初
集
ま
っ

た
の
は
４
人
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
新

成
人
の
声
掛
け
に
よ
り
最
終
的
に
は
、

13
人
が
実
行
委
員
と
し
て
活
動
を
始
め

ま
し
た
。

記
念
行
事
の
企
画
・
運
営
か
ら
当
日

配
布
す
る
冊
子
の
作
成
な
ど
当
日
ま
で

に
11
回
、
仕
事
や
学
校
が
終
わ
っ
た
後

な
ど
に
集
ま
っ
て
委
員
会
を
開
き
、
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

冊
子
は
、
テ
ー
マ
の
「
感
謝
」
に
こ
だ

わ
り
、
ガ
ー
ベ
ラ
や
ダ
リ
ア
、
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
と
い
っ
た
感
謝
の
花
言
葉
を
持

つ
花
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
表
紙
に
。
デ

ザ
イ
ン
も
今
年
成
人
を
迎
え
た
櫻
井
春

菜
さ
ん
（
滝
田
）
が
担
当
し
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
行
事
の
企
画
で
は
、「
成

人
を
迎
え
る
仲
間
の
た
め
に
心
に
残
る

成
人
式
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、

「
恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」「
小
・
中

学
校
時
代
の
写
真
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
」

「
サ
イ
コ
ロ
ト
ー
ク
」
の
３
本
立
て
と

し
ま
し
た
。
恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
は
、
中
学
時
代
の
恩
師
が
現
在
務
め

て
い
る
学
校
な
ど
に
実
行
委
員
が
出
向

き
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
撮
影
し
、

編
集
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
に
使
用
す
る
写
真
収
集

や
、
サ
イ
コ
ロ
ト
ー
ク
で
話
し
て
も
ら

う
テ
ー
マ
設
定
な
ど
も
す
べ
て
実
行
委

員
た
ち
の
手
で
作
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

成
人
式
前
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
、

作
成
し
た
映
像
が
流
れ
な
い
と
い
う
ア

ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、
な
ん

と
か
調
整
し
、
お
よ
そ
３
時
間
に
わ
た

⑦

①

④

⑧

②

⑤ ③

⑥

①実行委員会の様子　②メッセージを撮りに恩師の元へ　③櫻井さんが
デザインした記念冊子　④サイコロトークの景品の準備をするメンバー　
⑤リハーサルで映像トラブルに対応中　⑥司会をする実行委員　⑦片づ
けも手分けをして…　⑧大成功に終わった成人式を万歳三唱でお祝い。
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り
流
れ
の
確
認
な
ど
を
に
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
当
日
。
式
典
を
終

え
、
記
念
行
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ス

ク
リ
ー
ン
に
投
影
し
た
恩
師
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
写
真
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
は
、

「
な
つ
か
し
い
」「
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ

た
ね
」
と
い
う
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か

ら
飛
び
交
い
、
当
時
の
様
子
を
懐
か
し

む
新
成
人
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
サ
イ
コ
ロ
ト
ー
ク
で
は
、
く

じ
引
き
で
選
ば
れ
た
新
成
人
が
ス
テ
ー

ジ
に
上
が
り
、「
新
成
人
の
意
気
込
み
」

や
「
今
だ
か
ら
言
え
る
こ
と
」、「
中
学

時
代
に
１
番
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
こ

と
」
な
ど
を
告
白
。
中
に
は
、
あ
っ
と

驚
く
告
白
も
あ
り
、
ス
テ
ー
ジ
を
見
守

る
新
成
人
か
ら
は
歓
声
が
上
が
り
、
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
参
加
し
た
新
成
人
と
と

も
に
万
歳
三
唱
を
し
、
大
成
功
に
終
わ

り
ま
し
た
。

◇

本
市
の
成
人
式
は
、
実
行
委
員
会
の

ほ
か
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
栃
木
県
第
14

団
な
ど
様
々
な
人
々
の
協
力
で
毎
年
式

典
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
毎
年
夏

頃
に
翌
年
の
新
成
人
を
対
象
に
成
人
式

実
行
委
員
会
の
公
募
を
開
始
し
ま
す
。

一
生
に
一
度
の
成
人
式
を
自
分
た
ち
の

手
で
作
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
合　

生
涯
学
習
課
☎
０
２
８
７
―

88
―
６
２
２
３

今年の成人
式のテーマ

は

感 謝
〜今伝えたい私の想い〜

荒川中出身

手塚麻衣さん（田野倉）

お父さん、お母さんへ

　高校を卒業後、一人暮らしを始め
て生活する大変さを知りました。普
段何気なく食べていた食事や洗濯物
など、お父さんとお母さんにいつも
支えてもらっていたんだなと感じて
います。これからは、お父さんやお
母さんに恩返しをしたいです。

烏山中出身

中村沙奈さん（下境）

お母さんへ

　いつもお母さんは、自分のことよ
りも子どものためを一番に考えてく
れていますね。感謝しています。あ
りがとう。今度、一緒に旅行にでも
行きましょう！私が招待します！

下江川中出身

阿久津大晟さん（志鳥）

高校時代に� �
お世話になった青木先生へ

　クラスの副担任、レスリング部の
副顧問としてお世話になりました。
自分の人生の中で部活動での思い出
が一番残っています。今度、顔を見
せに行きます！

荒川中出身

有田聖さん（小倉）

中学時代に� �
剣道部顧問だった星先生へ

　当時、先生は剣道初心者だったの
に、顧問として色々と調べたり、一
緒に道着や防具を付けたりして熱心
に指導してくれました。とても嬉し
かったです。先生のお陰で充実した
学校生活を送ることができました。
ありがとうございます。

烏山中出身

屋代和哉さん（城東）

お母さんへ

　お母さんの反対を押し切り、自分
のやりたいことをやらせてもらって
とても感謝しています。成人を迎
え、これからは一人前の大人になり
ます。育ててくれてありがとう。
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①号砲の合図で１区の小学生選手がスタート　②デッドヒートが繰り広げられた２区　③３区から４
区へのタスキリレー　④烏山大橋を渡る４区　⑤市役所烏山庁舎前を通過する５区　⑥タスキを受け
取った６区の選手たち　⑦７区では沿道からの声援に手を振ってこたえる選手も　⑧８区の観光い
ちご園前ではたくさんの地域住民が選手を応援　⑨女性区間の９区　⑩ゴールテープを切る中央北A
の選手　⑪川俣市長から区間賞を贈呈　⑫応援も選手と一体となって頑張りました！

第
12
回

那
須
烏
山
市
駅
伝
競
走
大
会

中
央
北
Ａ
が
２
年
連
続
で
優
勝
、
準
優
勝
に
は
鴻
野
山
Ａ

今
年
で
12
回
目
と
な
る
那
須
烏
山

市
駅
伝
大
会
が
、
１
月
14
日
㈰
に
開
か

れ
、
中
央
北
Ａ
が
２
年
連
続
で
優
勝
し

ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
、
烏
山
運
動
公
園
か
ら
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
10
区
間
23
・

３
キ
ロ
。
今
年
は
、
13
チ
ー
ム
が
出
場

準
優
勝
の
鴻
野
山
Ａ
は
、
一
時
は
７

位
へ
と
順
位
を
落
と
し
ま
し
た
が
、
４

区
、
５
区
で
順
位
を
上
げ
、
２
位
に
食

ら
い
つ
き
、
そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
へ
。
３

位
と
な
っ
た
八
ケ
代
は
、
最
下
位
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
好
調

な
走
り
で
徐
々
に
順
位
を
上
げ
、
上
位

①

④

⑧

②

⑥

③

⑤

⑥

和
と
な
っ
た
当
日
。
開
会
式
で
は
、
各

チ
ー
ム
の
選
手
が
集
ま
る
中
、
主
催
者

の
駅
伝
大
会
競
争
実
行
委
員
会
の
松
本

武
委
員
長
が
、「
練
習
の
成
果
を
出
し

切
り
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
川
俣
純
子
市
長
は
、「
タ
ス
キ
を

つ
な
ぎ
、
ゴ
ー
ル
に
届
け
る
こ
と
が
最
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優
勝
し
た
中
央
北
Ａ
の
皆
さ
ん
。

６区でタスキを受け取る増渕さん（中央）。

し
、
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
駅
伝
日

高
の
チ
ー
ム
プ
レ
ー
だ
と
思
う
。
各
々

に
良
い
成
績
が
残
せ
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
選
手
に
激
励
の
言
葉

を
送
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昨
年
優
勝

し
た
中
央
北
の
堀
江
風
海
さ
ん
が
選
手

宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
午
前
10
時
、
松
本
委
員
長

に
よ
る
号
砲
を
合
図
に
13
人
の
小
学
生

選
手
が
烏
山
運
動
公
園
前
を
一
斉
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
激
戦
の
中
、
第
１

中
継
所
で
は
、
南
那
須
消
防
、
七
合
、

中
央
北
Ａ
が
順
に
次
の
選
手
に
タ
ス
キ

を
つ
な
ぎ
ま
す
。
２
区
で
３
番
目
に
タ

ス
キ
を
受
け
取
っ
た
中
央
北
Ａ
が
１
位

へ
と
踊
り
出
る
と
、
そ
の
ま
ま
順
位
を

譲
る
こ
と
な
く
、
１
時
間
24
分
４
秒
で

ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
り
ま
し
た
。

に
つ
き
ま
し
た
。

４
位
以
下
の
チ
ー
ム
で
も
順
位
が

め
ま
ぐ
る
し
く
入
れ
替
わ
る
激
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
目
の
離
せ
な
い
レ
ー
ス

と
な
り
ま
し
た
。
沿
道
で
応
援
す
る
各

チ
ー
ム
の
応
援
団
や
地
域
住
民
も
手
旗

で
選
手
た
ち
を
激
励
し
、
応
援
に
も
熱

が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

２
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
中
央
北
Ａ
の

羽
藤
嘉
孝
監
督
は
、「
選
手
全
員
が
ベ

ス
ト
な
状
態
で
当
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
が
優
勝
で
き
た
要
因
。
３
連
覇
に
向

け
て
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
ま
た
頑
張

り
た
い
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

大
会
の
総
合
成
績
及
び
区
間
賞
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。

総合成績
❶中央北A	 1時間24分04秒
❷鴻野山A	 1時間25分21秒
❸八ケ代	 1時間28分04秒
❹藤田	 1時間28分26秒
❺山あげA	 1時間29分26秒
❻那須烏山市役所	 1時間31分09秒
❼体協向田支部	 1時間31分48秒
❽志鳥A	 1時間31分53秒
❾七合	 1時間32分09秒
❿南那須消防	 1時間33分17秒
⓫中央北B	 1時間35分34秒
⓬体協境支部	 1時間36分17秒
⓭山あげB	 1時間41分30秒

区間賞
1区	小幡心（南那須消防）	 4分03秒
2区	北條友哉（中央北A）	 6分33秒
3区	猪野卓也（中央北A）	新8分19秒
4区	鈴木魁（体協向田支部）	9分12秒
5区	高野亮（七合）	 9分43秒
6区	久保居悟（中央北A）	 9分28秒
7区	照内修佑（鴻野山A）	 8分06秒
8区	青木哲也（七合）	 9分57秒
9区	川俣日奈子（南那須消防）	5分23秒
10区 斉藤史也（鴻野山A）	 9分11秒

※敬称略、「新」は新記録

八ケ代の増渕勲さん

駅伝大会に30回連続で出場
　八ケ代の増渕勲さんが、30回連続で駅伝
大会に出場しました。
　増渕さんが初めて出場したのは、昭和63
年に旧南那須町で開かれた「第29回町内一
周駅伝競走大会」。この大会では、初めて小
学生区間が誕生し、小学６年生で小学生区間
を走りました。それから、現在にかけては、
一度降雪により大会が中止になったものの、
その大会を除いて30回連続で出場を果たし
ました。
　増渕さんは、「駅伝大会は地域が一つにな
れるイベント。地元の仲間たちの応援が励み
になる。小学1年生の息子がいるので、いつ
か親子で出場したい」と話していました。

⑩

⑪ ⑨

⑫
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税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
！

確
定
申
告
相
談

市
で
は
、
平
成
29
年
分
の
所
得
税
確

定
申
告
及
び
住
民
税
申
告
の
受
付
を
開

始
し
ま
す
。

○
日
時

　

２
月
16
日
㈮
～
３
月
15
日
㈭

○
受
付

　

午
前
８
時
30
分
～
11
時

　

午
後
１
時
～
５
時
15
分

○
場
所

　

�

烏
山
庁
舎
２
階　

第
４
・
５
会
議
室

（
待
合
室
は
第
２
会
議
室
）

※
申
告
の
受
付
は
烏
山
庁
舎
の
み
で
の

実
施
と
な
り
ま
す
。
南
那
須
庁
舎
で
の

申
告
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

主
な
税
制
改
正

●
社
会
保
障
・
税
番
号
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）
制
度
の
導
入

平
成
28
年
分
以
降
の
所
得
税
、
復
興

所
得
税
及
び
贈
与
税
の
申
告
書
の
提
出

の
際
に
は
、
社
会
保
障
・
税
番
号
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
記
載
が
必
要
で
す
。

あ
わ
せ
て
本
人
確
認
書
類
の
提
示
又
は

写
し
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

《
本
人
確
認
で
き
る
書
類
の
例
》

例
１
：
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
番
号
確
認

と
身
元
確
認
）

例
２
：
通
知
カ
ー
ド
（
番
号
確
認
）
＋

運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
の
被
保
険
証

な
ど
（
身
元
確
認
）

●
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

税
制
（
医
療
費
控
除
の
特
例
）

健
康
の
保
持
増
進
及
び
疾
病
予
防
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
①
特
定
健
康
診

査
（
メ
タ
ボ
検
診
）、
②
予
防
接
種
、

③
定
期
健
康
診
断
（
事
業
主
検
診
）、

④
健
康
診
査
（
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
）、

⑤
が
ん
検
診
の
い
ず
れ
か
を
受
け
て
い

る
人
が
、
平
成
29
年
１
月
１
日
以
降
に

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
の
購
入
費
用

を
支
払
っ
た
場
合
、
合
計
金
額
が
１
万

２
千
円
を
超
え
る
額
（
最
高
８
万
８
千

円
）
を
所
得
控
除
で
き
る
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
広
報
10
月
号
も
し
く

は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
セ
ル

フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
（
医
療

費
控
除
の
特
例
）
に
つ
い
て
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。http://www.m

hlw.
go.jp/stf/seisakunitsuite/bun
ya/0000124853.htm

l/

●
申
告
書
作
成
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
で

　

確
定
申
告
期
間
中
の
会
場
は
大
変
混

雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の
画
面
の

案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
れ

ば
、
税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
、
所

得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申

告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。
作
成
し
た
申

告
書
を
ご
自
宅
の
プ
リ
ン
タ
で
印
刷
す

れ
ば
、
確
定
申
告
会
場
に
行
か
な
く
て

も
、
郵
送
等
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
ご
自
宅
に
プ
リ
ン
タ
が
な
い
場
合
で

も
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
保
存
す
れ
ば

コ
ン
ビ
ニ
等
で
出
力
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確

定
申
告
特
集
ペ
ー
ジ
」
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

http://w
w
w
.nta.go.jp/tetsuzuki/

shinkoku/shotoku/tokushu/

■
問
合
税
務
課
☎
０
２
８
７
―
83
―

１
１
１
４

日程 午前の部 午後の部

2/16㈮ 滝・落合 向田

19㈪ 神長 野上（上・第四）

20㈫ 大木須・大沢 野上（下・野上台・舟戸）

21㈬ 小木須・小原沢・横枕 宮原・滝田

22㈭ 下境 上境

23㈮ 興野（上・下一） 中央

26㈪ 興野（中・下二） 大桶

27㈫ 谷浅見 中山・八ヶ平・白久・平野

28㈬ 金井 初音・城東・表・愛宕台

3/1㈭ 旭 南

日程 午前の部 午後の部

3/２㈮ 藤田 月次・大金台

５㈪ 南大和久 三箇（上・中）

６㈫ 三箇（下）・上川井 熊田

７㈬ 志鳥（上） 志鳥（中・下）

８㈭ 下川井 田野倉・小倉・宇井

９㈮ 大金・東原・小河原 曲田・曲畑

12㈪ 鴻野山・小白井・西野・芦生沢 八ケ代・福岡

13㈫ 森田宿・輪之内・こぶし台 高瀬・大里・小塙

14㈬ 予備日

15㈭ 予備日
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けんこうコラム⑪　

消費者コラム⑪　

　私たちのまわりには便利な製品がたくさんあります
が、製品によって生命に関わる事故につながることもあ
ります。火災や、生命または身体に対する危害が発生す
る製品事故を重大製品事故と呼び、平成28年度は全国
で802件も発生しています。
　安全に作られた製品でも、
正しくない使い方をすれば事
故が起きるかもしれません。
正しい使い方をしても、製品
が安全でなければ事故が起き
るかもしれません。
　製品事故を未然に防ぐために、私たちはどんなことが
できるでしょうか。

【ポイント①】購入時に安全性をチェックする！
　製品を購入するときは、製品の安全性やアフターサー
ビスなどに関する情報も確認しましょう。

【ポイント②】取扱説明書をよく読み、正しく使う！
　製品事故の2割は誤った使用方法が原因とも言われて
います。取扱説明書に記載されている正しい使い方、使
用上の注意などをよく読み、安全に製品を使いましょう。

　今回のテーマは「こころの健康と睡眠」です。市の調
査結果から、高齢になるとストレスは減るものの、20・
30・50歳代でストレスを感じている割合が高いことがわ
かりました。また、50歳代の女性では睡眠不足を感じて
いる人も多いようです。
　睡眠時間の不足や睡眠の質の悪化は、生活習慣病のリ

【健康づくりのための睡眠指針2014より】

【ポイント③】長年使っている製品は点検する！
　外見からは問題ないように見えていても、部品などの
劣化により事故が発生する場合があります。日頃から定
期的に点検や掃除をするようにしましょう。

【ポイント④】子どもや高齢者に目を配る！
　子どもの思いがけない行動や高齢者の不慣れが事故に
つながることがあるので、周囲の人が目を配りましょう。

【ポイント⑤】製品事故・リコール情報をチェック！
　対象製品を使用していた場合は「面倒だから」「まだ
使えるから」と勝手に判断しないで、回収に協力しまし
ょう。

【消費者庁リコール情報サイト】
http://www.recall.go.jp/

イラスト：消費者庁イラスト集より

那須烏山市消費生活センター（烏山庁舎１階、商工観光課内）
【専用電話番号】0287-83-1014
【受付時間】平日9:00～12:00、13:00～16:30
※土・日曜日及び祝日は「消費者ホットライン☎188（局番なし）」へご相談ください。

～健康増進グループ　保健師より～

スクを高めることがわかっています。また不眠は、うつ
病などこころの健康と関連をもたらします。睡眠時間が
６時間を下回ると、日中に過度の眠気を感じることが多
くなり、思わぬ事故につながることも明らかになっています。
質の良い快適な眠りで、こころと身体の健康づくりに努
めましょう。

❶良い睡眠で、から
だもこころも健康に

❽勤労世代の疲労回
復・能率アップに、毎
日十分な睡眠を

❾熟年世代は朝晩メ
リハリ、昼間に適度な
運動で良い睡眠

❷適度な運動、しっ
かり朝食、ねむりとめ
ざめのメリハリを

❼若年世代は夜更か
しを避けて、体内時計
のリズムを保つ

❿眠くなってから寝
床に入り、起きる時間
は遅らせない

10代前半まで…８時間以上　　25歳…７時間
45歳…６時間半　65歳…６時間　（※個人差があります）

❸良い睡眠は、生活習
慣病予防 !!

❻良い睡眠のために環
境づくりも重要

⓫いつもと違う睡眠
には、要注意

❹睡眠による休養は、
こころの健康に重要

❺年齢や季節に応じ
て、ひるまの眠気で困
らない程度の睡眠を

⓬眠れない、その苦
しみをかかえずに専門
家に相談を

睡眠時間の
目安
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消費生活講演会

消費トラブルの
注意を呼びかけ

那
須
烏
山
市
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
連
合

会
（
髙
田
博
会
長
）
に
よ
る
消
費
生
活

講
演
会
が
、
１
月
11
日
㈭
、
烏
山
公
民

館
で
開
か
れ
、
地
域
住
民
約
２
０
０
人

が
消
費
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

た
め
の
知
識
を
学
び
ま
し
た
。

当
日
は
、
同
連
合
会
会
員
で
あ
る

烏
山
紙
す
き
歌
保
存
会
と

千
草
会
に
よ
る
民
謡
や
舞

踊
が
11
曲
披
露
さ
れ
た

後
、
中
央
２
丁
目
出
身
の

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
棚

橋
麻
衣
さ
ん
を
講
師
と
し

て
、「
消
費
ト
ラ
ブ
ル
に

陥
ら
な
い
た
め
に
は
！
」

と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
ト
ラ
ブ
ル

の
事
例
や
対
処
法
が
紹
介
さ
れ
、「
特

殊
詐
欺
の
事
例
は
様
々
だ
け
れ
ど
、
振

り
込
め
詐
欺
の
電
話
で
あ
れ
ば
家
族
だ

け
が
分
か
る
『
合
言
葉
』
な
ど
の
ル
ー

ル
を
決
め
て
お
く
こ
と
も
必
要
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
の
伝
統
芸
の
一
つ
と
言

わ
れ
る
講
談
も
行
わ
れ
、
釈
台
と
呼
ば

れ
る
小
さ
な
机
の
前
に
座
っ
た
棚
橋
さ

ん
は
、
張
り
扇
で
釈
台
を
叩
い
て
調
子

を
取
り
つ
つ
、「
仙
台
鬼
夫
婦
」
と
い

う
古
典
の
物
語
を
披
露
。
面
白
お
か
し

い
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
話
芸
に
会
場
の
観
客

か
ら
は
笑
顔
と
と
も
に
拍
手
が
沸
き
起

こ
り
ま
し
た
。

人
権
に
関
す
る
様
々
な
課
題
に
つ

い
て
、
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
よ

う
と
、
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
「
な
す

か
ら
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
12
月
21
日

㈭
、
烏
山
公
民
館
で
開
か
れ
、
地
域
住

民
な
ど
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
親
業
訓
練
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
松
本
純
さ
ん
を
講
師

に
「
こ
ど
も
の 

“
い
じ
め
”
に
気
付
い

て
い
ま
す
か
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
松
本
さ
ん
は
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ

（
注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
害
）
の
子
を

市
、
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
な
す
南
に
よ
る

恒
例
の
「
賀
詞
交
歓
会
」
が
、
１
月
10

日
㈬
、
烏
山
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

開
か
れ
、
行
政
関
係
者
や
各
種
団
体
、

企
業
の
代
表
者
な
ど
１
６
８
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
主
催
者
を
代
表
し
、
川
俣

純
子
市
長
が
、「
今
年
は
、
市
を
新
し

く
変
え
て
い
く
計
画
を
立
て
る
年
だ
と

思
っ
て
い
る
。
未
来
に
希
望
を
持
ち
、

目
を
輝
か
せ
て
い
け
ば
、
明
る
い
も
の

が
見
え
て
く
る
と
思
う
」
と
あ
い
さ

つ
。
ま
た
、
鏡
開
き
な
ど
が
行
わ
れ
、

明
る
い
年
と
な
る
よ
う
に
願
い
ま
し
た
。

棚橋さんによる講談。

民謡や舞踊を披露する千草会（上）
と烏山紙すき歌保存会（下）。

明
る
い
年
を
願
っ
て
賀
詞
交
歓
会

な
す
か
ら
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
受
け
止
め
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

鏡
開
き
を
す
る
代
表
者
。

講
演
を
し
た
松
本
さ
ん
。

持
ち
、
様
々
な
経
験
を
基
に
子
育
て
に

悩
む
親
た
ち
を
支
援
し
、
親
と
子
の
愛

情
を
ど
う
育
む
か
と
い
っ
た
効
果
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
具
体

的
に
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

講
演
で
は
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子

も
い
じ
め
て
い
る
子
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
た
上

で
、
そ
う
い
っ
た
時
の
親
子
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
な
ど
が
紹
介

さ
れ
、
参
加
者
は
、
お
互
い
を
大
事

に
し
な
が
ら
心
を
通
わ
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
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１
月
20
日
㈯
、
県
が
主
催
す
る
「
と

ち
ぎ
創
生
ア
イ
デ
ア
会
議
」
と
「
知
事

と
語
ろ
う
！
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
本
市
で
開
か
れ
、
福
田
富
一
知
事
や

県
の
関
係
者
な
ど
が
訪
れ
ま
し
た
。

■
と
ち
ぎ
創
生
ア
イ
デ
ア
会
議

地
方
創
生
に
向
け
て
地
域
で
活
躍
す

る
人
材
と
福
田
知
事
ら
が
意
見
交
換
を

行
う
「
と
ち
ぎ
創
生
ア
イ
デ
ア
会
議（
那

須
・
南
那
須
地
区
）」
が
、
市
役
所
南

那
須
庁
舎
で
開
か
れ
、
大
田
原
、
那
須

塩
原
、
那
須
烏
山
、
那
須
、
那
珂
川
の

５
市
町
か
ら
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
市
か
ら
は
、横
枕
青
年
団
が
出
席
。

他
地
域
か
ら
は
、移
住
な
ど
を
促
進
す

上：とちぎ創生アイデア会議。
下：とちぎ元気フォーラム。

滝つぼにそばの実を漬け込む作業をする関係者。

福
田
知
事
が
那
須
烏
山
へ

ア
イ
デ
ア
会
議
と

元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

八
溝
そ
ば
街
道
推
進
協
議
会

寒
ざ
ら
し
そ
ば
の
仕
込
み
を
開
始

八
溝
そ
ば
街
道
推
進
協
議
会
で
は
、

１
月
５
日
㈮
、日
光
市
の
白
滝
で「
寒
ざ

ら
し
そ
ば
」の
仕
込
み
を
行
い
ま
し
た
。

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
や
い
ち
ご
生
産
者

な
ど
様
々
な
人
材
が
集
ま
り
ま
し
た
。

会
議
で
は
、「
栃
木
県
の
知
名
度
を

上
げ
る
た
め
に
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
表
紙
な
ど
に
『
栃
木
県
』
の
文
字
を

入
れ
る
べ
き
」「
新
規
就
農
者
は
、
経

営
者
の
ス
キ
ル
も
必
要
な
た
め
、
長
期

の
研
修
制
度
が
あ
る
と
良
い
」
な
ど
の

意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、福
田
知
事
と
の
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
、地
方
創
生
を
進
め
る
上

で
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

■
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム

福
田
知
事
が
市
町
に
出
向
い
て
県

民
と
対
話
す
る「
知
事
と
語
ろ
う
！
と

ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
那
須
烏

山
」が
南
那
須
公
民
館
で
開
か
れ
、市

民
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
で
は
、
知
事
か
ら
「
お
も
て

な
し
い
ち
ご
隊
」
や
「
栃
木
結
婚
支

援
セ
ン
タ
ー
」
の
紹
介
な
ど
県
政
に

つ
い
て
説
明
。
そ
の
後
、
烏
山
高
ま

ち
づ
く
り
研
究
会
の
生
徒
３
人
と
、

な
す
か
ら
元
気
会
議
の
山
近
英
史
さ

ん
が
活
動
を
発
表
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

で
参
加
者
の
関
心
が
高
か
っ
た
「
高

齢
者
対
策
・
医
療
・
福
祉
」「
と
ち

ぎ
ブ
ラ
ン
ド
・
地
域
づ
く
り
」
の
２

つ
の
テ
ー
マ
が
あ
げ
ら
れ
、
知
事
か

ら
県
の
施
策
や
現
状
な
ど
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
か
ら
「
道

路
整
備
」
や
「
公
共
施
設
」
な
ど
に

つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
、
知
事
と
語

り
合
い
ま
し
た
。

寒
ざ
ら
し
そ
ば
と
は
、
秋
に
収
穫
さ

れ
た
そ
ば
の
実
を
大
寒
の
頃
に
、
厳
寒

の
冷
た
い
滝
つ
ぼ
に
浸
け
、
寒
風
に
さ

ら
し
て
作
っ
た
そ
ば
粉
を
使
っ
て
打
っ

た
そ
ば
の
こ
と
で
す
。
こ
の
仕
込
み
作

業
を
行
う
こ
と
で
甘
み
や
風
味
が
引
き

出
さ
れ
ま
す
。

仕
込
み
か
ら
１
週
間
後
の
12
日
㈮
に

は
、
小
雪
が
ち
ら
つ
く
中
、
関
係
者
約

20
人
の
手
に
よ
っ
て
過
去
最
多
と
な
る

約
４
・
５
ト
ン
も
の
そ
ば
の
実
の
引
き

上
げ
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
寒
ざ
ら
し
そ
ば
は
、
夏
ま
で

ゆ
っ
く
り
熟
成
さ
せ
、
８
月
ご
ろ
に
八

溝
そ
ば
街
道
参
加
店
舗
で
提
供
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　昭和36年（1961）、烏山高校郷土史
研究部が旭（泉遺跡）で行った発掘調
査の出土品です。東関東地域（千葉県）
を中心に広く分布する「堀

ほりのうちしき

之内式」と
呼ばれる土器で、縄文時代後期（約
3800年前）のものです。高さ約28cm、
口縁部には円

えんとう

筒状の把
とって

手が付き、胴体
部は、縦横方向に張り付けられた帯状
の粘土紐によって区画され、棒状の道
具で幾何学的な文様が描かれ、縄目文
様（磨

すりけしじょうもん

消縄文※）が施されています。

市
指
定
有
形
文
化
財（
考
古
資
料
）

縄
文
土
器（
泉
遺
跡
出
土
）

※磨消縄文…縄文時代に発達した土器装飾技法
の１つ。土器の表面に縄文を施した後、文様線
を引き、文様に応じて縄文部分を磨り消して装
飾を高める技法。
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市まちづくり研究会、烏山高生

鉄道唱歌や道の駅
研究の成果を披露

研究の成果を報告する宇都宮共和大学や烏山高の生徒。

作製したＪＲ烏山線沿線を紹介する冊子。

12
月
２
日
㈯
に
開
か
れ
た
「
第
14
回

学
生
＆
企
業
研
究
発
表
会
」（
大
学
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
ち
ぎ
主
催
）
で
入
賞

し
た
那
須
烏
山
市
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

に
参
加
す
る
大
学
や
烏
山
高
に
よ
る
２

つ
の
研
究
の
受
賞
報
告
会
が
22
日
㈪
に

市
役
所
烏
山
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

鉄
道
唱
歌
を
活
用
し
た
地
域
活
性

化
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
た
足
利
工
業

大
と
烏
山
高
は
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
当

た
る
「
関
東
経
済
産
業
局
長
賞
」
を
受

賞
。
こ
の
研
究
は
、
１
９
３
０
年
に
作

ら
れ
た
「
烏う
ほ
う寶
線
鉄
道
唱
歌
」
の
歌
詞

の
解
明
や
「
地
域
資
源
回
遊
マ
ッ
プ
」

の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
経

て
「
現
代
版　

烏
山
線
鉄
道
唱
歌
」
を

作
成
し
、
産
学
官
民
が
連
携
し
た
地
域

資
源
の
発
掘
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

宇
都
宮
共
和
大
と
烏
山
高
は
、
豪
華

で
快
適
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
新

し
い
キ
ャ
ン
プ
ス
タ
イ
ル
「
グ
ラ
ン
ピ

ン
グ
」
の
機
能
を
併
設
し
た
宿
泊
で
き

る
道
の
駅
に
つ
い
て
研
究
し
、「
地
域

経
済
貢
献
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ

の
研
究
は
、
以
前
か
ら
同
大
が
行
っ
て

い
た
と
こ
ろ
に
、
地
域
課
題
解
決
型
学

習
「
烏
山
学
」
を
学
ぶ
烏
山
高
生
が
加

わ
っ
た
も
の
。
市
内
８
か
所
の
候
補
地

を
選
定
し
、
自
然
や
山
あ
げ
祭
な
ど
地

域
資
源
の
活
用
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。

道
の
駅
を
研
究
し
た
烏
山
高
1
年
の

高
津
戸
蓮
さ
ん
（
神
長
）
は
、「
地
域

の
魅
力
を
再
確
認
で
き
た
。
山
あ
げ
祭

を
生
か
し
た
道
の
駅
が
で
き
れ
ば
い
い

と
思
う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
大
宮
支
社
に
よ
る
出
前

授
業
が
、
１
月
18
日
㈭
、
烏
山
線
を
走

る
蓄
電
池
駆
動
電
車
「
ア
キ
ュ
ム
」
の

車
内
で
行
わ
れ
、
烏
山
小
５
年
生
の
児

童
約
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
出
前
授
業
は
、
環
境
へ
の
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
同
支
社
が
２
０
１
３
年

度
よ
り
埼
玉
県
の
児
童
を
対
象
に
行
っ

て
き
た
も
の
。
栃
木
県
で
の
開
催
や
実

際
の
車
両
を
使
う
の
は
初
め
て
で
、
今

回
は
烏
山
駅
で
の
停
車
時
間
を
利
用
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

滝
駅
か
ら
ア
キ
ュ
ム
に
乗
車
し
た

児
童
は
、
烏
山
駅
に
到
着
後
、
ホ
ー
ム

で
充
電
の
た
め
に
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
を
上

ＪＲ烏山線沿線の
魅
力
満
載
の
冊
子
を
作
製
！

市と高根沢町、ＪＲ東日本大
宮支社、栃木銀行で構成する「Ｊ
Ｒ烏山線沿線まちづくり推進協議
会」が、烏山線や両市町の魅力な
どを紹介する冊子を作製しました。
冊子は、A ５ 判16ページ。烏山

線の概要や両市町の観光名所、伝
統文化、グルメなどを紹介してい
ます。発行部数は ８千部で、両市
町の関係施設などで無料配布して
います。
また、冊子の内容を抜粋したA
３判の蛇腹折リーフレットも約 ６
万部作成し、烏山駅や首都圏のＪ
Ｒ駅構内に配置されています。

烏
山
小
児
童
が
環
境
問
題
を
学
ぶ

ア
キ
ュ
ム
車
内
で

出
前
授
業
を
開
催

ア
キ
ュ
ム
の
車
内
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
大
宮
支
社
の

社
員
か
ら
授
業
を
受
け
る
烏
山
小
の
児
童
。

げ
る
様
子
を
見
学
。
車
内
で
は
、
同

支
社
の
社
員
か
ら
、
使
用
済
み
切
符

の
リ
サ
イ
ク
ル
や
、
昨
年
３
月
ま
で

走
行
し
て
い
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
気
動
車

「
キ
ハ
40
形
」
に
比
べ
て
二
酸
化
炭

素
排
出
量
が
約
60
％
削
減
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
環
境
へ
の
取
り
組
み
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
車
内
の

設
備
や
運
転
台
な
ど
も
見
て
回
り
、

児
童
は
ア
キ
ュ
ム
の
魅
力
を
再
発
見

し
ま
し
た
。

授
業
を
受
け
た
山
下
彩
華
さ
ん

（
中
央
３
丁
目
）
は
、「
ア
キ
ュ
ム
は

環
境
に
優
し
い
と
知
っ
て
、
こ
れ
か

ら
た
く
さ
ん
利
用
し
た
い
と
思
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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栃
木
県
で
は
模
範
的
な
農
業
経
営
や

農
家
生
活
を
実
践
し
、
地
域
農
業
の
振

興
と
青
年
農
業
者
な
ど
の
育
成
指
導
を

行
う
こ
と
の
で
き
る
有
能
な
農
業
経
営

者
を
全
農
家
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
昭

和
47
年
か
ら
「
栃
木
県
農
業
士
」、「
栃

木
県
女
性
農
業
士
」
の
認
定
を
行
っ
て

い
ま
す
。

今
年
、
本
市
か
ら
は
農
業
士
１
人
、

女
性
農
業
士
１
人
、
そ
し
て
名
誉
農
業

士
１
人
が
誕
生
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

農
業
士
が
誕
生
し
ま
し
た
！

農
業
士
に
鈴
木
真
砂
志
さ
ん 

女
性
農
業
士
に
は
駒
場
由
香
里
さ
ん

農
業
士
に
は
、
八
ケ
代
の
鈴
木
真
砂

志
さ
ん
、
女
性
農
業
士
に
は
、
大
桶
の

駒
場
由
香
里
さ
ん
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、栃
木
県
農
業
大
学
校

卒
業
後
に
就
農
し
、父
親
と
二
人
三
脚

で
肉
用
牛
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。素も
と
牛う
し
価
格
が
高
騰
す
る
中
、自
ら
北

海
道
に
出
向
き
納
得
し
た
牛
を
導
入
し
、

育
成
技
術
や
経
営
管
理
能
力
の
向
上
に

努
め
る
な
ど
良
質
牛
の
生
産
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。ま
た
、耕
畜
連
携
に
よ
る

稲
わ
ら
収
集
や
堆
肥
の
散
布
を
行
う
な

ど
地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

駒
場
さ
ん
は
、
水
稲
、
麦
、
大
豆
の

種
子
生
産
を
含
め
た
土
地
利
用
型
農
業

経
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
自
ら
が

認
定
農
業
者
と
な
り
、
作
付
計
画
か
ら

栽
培
管
理
、
大
型
機
械
の
操
作
に
至
る

ま
で
経
営
全
般
に
責
任
を
持
ち
、
良
質

な
種
子
生
産
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｊ
Ａ
な
す
南
種
子
大
豆
部
会
副
部

会
長
、
Ｊ
Ａ
な
す
南
中
央
支
店
運
営
委

員
と
し
て
も
地
域
農
業
へ
の
貢
献
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

名
誉
農
業
士
に
雫
昭
三
さ
ん

農
業
士
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
積
極

的
に
活
動
し
、
地
域
農
業
を
は
じ
め
栃

木
県
の
農
業
振
興
に
尽
力
し
た
功
績
を

称
え
る
も
の
と
し
て
認
定
さ
れ
る
栃
木

県
名
誉
農
業
士
に
小
倉
の
雫
昭
三
さ
ん

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

雫
さ
ん
は
、
水
稲
と
ス
カ
シ
ユ
リ
の

経
営
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
４
年
度
に

栃
木
県
農
業
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
球
根
導
入
や
環
境
配

慮
技
術
な
ど
の
先
進
的
花
き
栽
培
に
取

り
組
み
、
地
域
農
業
の
振
興
と
農
業
者

組
織
の
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
な
す
南
花
き
部
会
長
、（
一

社
）
と
ち
ぎ
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

協
会
花
き
部
会
長
を
長
き
に
努
め
、
栃

木
県
の
花
き
振
興
に
貢
献
さ
れ
、
現
在

も
多
く
の
役
職
を
兼
任
し
活
躍
中
で

す
。

１
月
24
日
㈬
、
七
合
小
学
校
で
い

ち
ご
生
産
者
と
の
交
流
給
食
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
給
食
は
、
Ｊ
Ａ
が
取
り

組
む
地
元
特
産
品
を
利
用
し
た
「
食

育
応
援
事
業
」
の
一
環
で
行
わ
れ
た

も
の
。
今
回
は
、
Ｊ
Ａ
な
す
南
い
ち

ご
部
会
が
、
市
内
の
小
・
中
学
校
の

給
食
に
「
と
ち
お
と
め
」
を
提
供
し

ま
し
た
。

22
日
㈪
に
は
、
市
役
所
烏
山
庁
舎

に
、
Ｊ
Ａ
な
す
南
の
山
田
清
組
合
長

や
、
い
ち
ご
部
会
の
菊
地
則
男
副
部

会
長
な
ど
関
係
者
が
訪
れ
、
川
俣
純

子
市
長
と
田
代
和
義
教
育
長
に
い
ち

名誉農業士・雫さん。

▲生産者との交流給
食が行われた七合小。
◀川俣市長、田代教
育長にいちごを贈呈
するいちご部会の菊
地副部会長、ＪＡな
す南の山田組合長、
荒井専務。

女性農業士・駒場さん。 農業士・鈴木さん。

地
元
産
の
い
ち
ご
が
給
食
に
登
場
！

七
合
小
で
生
産
者
と
の
交
流
給
食

ご
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

提
供
さ
れ
た
い
ち
ご
は
、
約
２
４
０

パ
ッ
ク
。
交
流
給
食
当
日
は
、「
い
ち

ご
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
和
え
」
と
し
て
給
食

に
登
場
し
ま
し
た
。

同
小
に
訪
れ
た
い
ち
ご
部
会
の
五
十

嵐
可
行
さ
ん
は
、「
私
た
ち
生
産
者
は

安
心
安
全
な
生
産
を
心
掛
け
て
い
る
。

今
日
は
私
た
ち
が
育
て
た
い
ち
ご
を
美

味
し
く
食
べ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
ま
た
、
い
ち
ご
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
和

え
を
食
べ
た
同
校
３
年
の
井
口
向
さ
ん

（
大
桶
）
は
、「
い
つ
も
食
べ
る
い
ち
ご

よ
り
甘
味
が
あ
っ
て
お
い
し
か
っ
た
。

ま
た
食
べ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

那
須
南
森
林
組
合
の
小
原
澤
さ
ん
・
富
樫
さ
ん

伐
木
の
技
術
を
競
う
全
国
大
会
へ
出
場

　

専
門
的
な
技
術
大
会
や
作
文
発
表
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
人
々
が
、
こ
の
度
、
表
彰
を
受
け
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

11
月
５
日
㈰
、
壬
生
町
の
北
関
東
自

動
車
み
ぶ
ハ
イ
ウ
ェ
イ
パ
ー
ク
で
行
わ

れ
た
「
と
ち
ぎ
林
業
グ
ラ
ン
プ
リ
伐
木

技
術
競
技
会
」
で
、
那
須
南
森
林
組
合

に
勤
務
す
る
小
原
澤
孝
市
さ
ん
（
興
野
）

が
準
優
勝
、
富
樫
豊
さ
ん
（
旭
２
丁
目
）

が
３
位
の
成
績
を
収
め
、
５
月
18
日
㈮

か
ら
青
森
県
で
行
わ
れ
る
「
日
本
伐
木

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
」に
出
場
し
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
木
の
伐
倒
や
枝
払

い
な
ど
伐
木
の
技
術
を
安
全
性
、
正
確

性
、
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
も
の
で
、
全
国

大
会
で
は
５
種
目
で
競
い
合
い
ま
す
。

栃
木
県
で
は
、
今
ま
で
も
県
大
会
は
開

催
し
て
い
ま
し
た
が
、
全
国
大
会
へ
と

つ
な
が
る
大
会
は
今
回
が
初
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

全
国
大
会
を
控
え
た
２
人
は
、
現

在
、
県
内
で
林
業
を
営
む
林
業
家
や
事

業
体
な
ど
の
林
業
技
術
者
を
育
成
す
る

栃
木
県
林
業
カ
レ
ッ
ジ
の
講
師
か
ら
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
、
技
術
を
磨
い
て
い
る

と
言
い
ま
す
。

小
原
澤
さ
ん
は
、「
林
業
カ
レ
ッ
ジ

代
表
と
し
て
も
実
力
を
出
し
切
り
、
良

い
結
果
を
残
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
富
樫
さ
ん
は
、「
予
選

を
勝
ち
抜
き
、
決
勝
へ
進
み
た
い
」
と

目
標
を
語
り
ま
し
た
。

全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た

小
原
澤
さ
ん
（
右
）
と
富
樫
さ
ん
（
左
）。

小
河
原
の
小
堀
さ
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
善
行
章
を
受
章

社
会
福
祉
や
青
少
年
育
成
、
国
際
貢

献
な
ど
の
分
野
で
永
年
に
わ
た
り
活
躍

す
る
個
人
・
団
体
を
表
彰
す
る
「
平
成

29
年
度
秋
季
善
行
表
彰
」
が
11
月
25
日

㈯
、
明
治
神
宮
で
行
わ
れ
、
小
堀
道

和
さ
ん
（
小
河
原
）
が
善
行
章
を
受

章
し
ま
し
た
。

小
堀
さ
ん
は
、
学
校
長
時
代
か
ら

行
っ
て
い
た
仕
事
観
・
学
習
観
を
学

ぶ
夢
事
業
活
動
や
、
東
日
本
大
震
災

後
、
市
内
で
発
足
し
た
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
チ
ー
ム
龍
Ｊ
Ｉ
Ｎ
な
ど
の
活

動
を
通
し
、
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に

現
在
も
尽
力
し
て
い
ま
す
。

特
に
同
チ
ー
ム
の
活
動
で
は
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
を
交
え
た
被
災
地
に
対

す
る
募
金
活
動
の
呼
び
か
け
や
、
被
災

地
で
の
桜
の
植
樹
、
交
流
の
ほ
か
、
Ｊ

Ｒ
烏
山
線
沿
線
の
美
化
活
動
な
ど
活
動

は
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ
ら
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

小
堀
さ
ん
は
、「
こ
の
受
章
は
、
一

緒
に
活
動
し
て
き
た
仲
間
た
ち
や
子
ど

も
た
ち
が
み
ん
な
で
も
ら
っ
た
章
。
今

後
も
、『
人
の
幸
せ
づ
く
り
』
を
仕
事

観
と
し
て
様
々
な
分
野
で
活
動
を
展
開

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

境
小
５
年
の
澤
村
さ
ん

「
ホ
タ
ル
大
作
戦
」で
ジ
ュ
ニ
ア
知
事
に

県
内
の
小
学
４
～
６
年
生
を
対
象
に

「
も
し
私
が
知
事
に
な
っ
た
ら
こ
ん
な

こ
と
を
し
て
み
た
い
」
を
テ
ー
マ
に
作

文
を
募
集
し
た
今
年
度
の
「
ジ
ュ
ニ
ア

知
事
さ
ん
」
の
表
彰
式
が
、
12
月
19
日

㈫
に
、
県
公
館
で
行
わ
れ
、
境
小
学
校

５
年
の
澤
村
和
希
さ
ん
（
横
枕
）
が
選

ば
れ
、
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
１
８
８
３
点
の
応
募
の
中

か
ら
各
学
年
５
人
ず
つ
が
選
ば
れ
、
表

彰
式
で
は
福
田
富
一
知
事
か
ら
県
産
ヒ

ノ
キ
製
の
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

澤
村
さ
ん
が
提
案
し
た
「
ホ
タ

ル
大
作
戦
」
は
、
自
分
が
住
む
横

枕
地
域
の
よ
う
に
、
池
や
川
を
き

ホ
タ
ル
の
光
を
み
て
ほ
し
い
」
と
思
っ

た
こ
と
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

澤
村
さ
ん
は
、「
み
ん
な
で
川
を
き

れ
い
に
し
て
、
本
当
に
実
現
で
き
れ
ば

い
い
と
思
う
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
境
小
学
校
で
は
「
ジ
ュ
ニ
ア

知
事
さ
ん
」
に
２
年
連
続
で
児
童
が
選

ば
れ
、
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

れ
い
に
す
れ
ば
、
何
十
年
か
後
に
は
、

宇
都
宮
の
市
内
で
も
ホ
タ
ル
の
光
を
観

察
で
き
る
カ
フ
ェ
や
、
ほ
た
る
が
飛
ぶ

露
天
風
呂
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
も
の
。
こ
の
テ
ー
マ
で
作
文
を
書

く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
父
親
が

所
属
す
る
横
枕
青
年
団
が
毎
年
開
い

て
い
る
ホ
タ
ル
祭
り
の
活
動
を
見
て
、

「
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
幻
想
的
な

ジュニア知事に選ばれた澤村さん。

善行章を受章した小堀さん。
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本
市
と
那
珂
川
町
が
舞
台
の
映
画「
翼
の
生
え
た
虎
」

国
内
外
の
映
画
祭
で
続
々
と
ノ
ミ
ネ
ー
ト

本
市
と
那
珂
川
町
を
中
心
に
撮
影
さ

れ
た
映
画
「
翼
の
生
え
た
虎
」
が
、
様
々

な
映
画
祭
で
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
話
題

を
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
映
画
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
採

択
さ
れ
、
平
成
28
年
７
月
か
ら
撮
影
が

開
始
し
ま
し
た
。
市
町
民
約
50
人
が
出

演
し
て
い
る
ほ
か
、「
境
橋
」「
龍
門
の

滝
」
と
い
っ
た
市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

や
、
山
あ
げ
祭
の
場
面
な
ど
も
登
場
し

ま
す
。

物
語
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
小
砂

焼
の
窯
元
の
家
に
生
ま
れ
た
主
人
公
が

境
小
で
の
「
翼
の
生
え
た
虎
」
撮
影
風
景
。

親
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
冒
険
作
家
を

目
指
し
上
京
し
ま
す
が
、
結
果
が
出
ず

に
故
郷
に
戻
り
、
那
珂
川
な
ど
美
し
い

自
然
を
舞
台
に
、
人
と
の
出
会
い
を
通

し
て
成
長
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

１
月
下
旬
ま
で
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
は

５
つ
。
１
月
に
、
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ

ン
を
ま
た
ぐ
地
域
で
開
催
さ
れ
た
国

際
映
画
祭
「Arthouse Urban Film

 
Festival

」
で
、
国
内
外
か
ら
５
０
０

点
応
募
が
あ
っ
た
中
で
、
最
優
秀
賞

に
当
た
るGolden W

ood

賞
を
受
賞

し
た
ほ
か
、
昨
年
11
月
に
フ
ラ
ン
ス

の
カ
ン
ヌ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
映
画

祭
「M

editerranean Film
 Festival 

Cannes

」
で
は
入
賞
、
10
月
～
11
月

に
東
京
都
日
本
芸
術
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
「
日
本
芸
術
セ
ン
タ
ー
第
９
回

映
像
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
は
、
準
グ
ラ
ン

プ
リ
に
当
た
る
若
獅
子
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
し
て
い
ま
す
。

映
画
監
督
の
冨
田
航
さ
ん
は
、「
様
々

な
映
画
祭
で
ノ
ミ
ネ
ー
ト
で
き
た
の
も

苦
楽
を
共
に
し
た
ス
タ
ッ
フ
や
キ
ャ
ス

ト
、
ご
支
援
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
地

域
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。
夢
を
追
い
か

け
る
物
語
な
の
で
、
こ
の
時
世
に
世
界

中
の
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
」

と
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

滝
田
出
身
の
石
川
佳
樹
さ
ん

箱
根
駅
伝
で
７
区
を
力
走

箱根駅伝で７区を走る石川さん。

市長を表敬訪問した石川さん（右）。

滝
田
出
身
で
拓
殖
大
学
商
学
部
１

年
の
石
川
佳
樹
さ
ん
が
、
１
月
２
日

㈫
、
３
日
㈬
に
開
か
れ
た
「
第
94
回

東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
大

会
」
に
出
場
し
、
復
路
７
区
（
小
田

原
～
平
塚
）
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

石
川
さ
ん
は
、
烏
山
高
陸
上
部
の

出
身
。
同
大
進
学
後
、
１
０
０
０
０

ｍ
で
29
分
22
秒
57
を
マ
ー
ク
し
、
高

校
時
代
の
記
録
を
約
３
分
更
新
し
て

い
ま
す
。

箱
根
駅
伝
当
日
、
左
足
に
け
が
を

抱
え
て
い
た
と
い
う
石
川
さ
ん
で
し

た
が
、
６
区
の
選
手
か
ら
タ
ス
キ
を

受
け
取
る
と
、
激
戦
の
中
、
１
時
間

５
分
44
秒
で
区
間
９
位
と
奮
闘
。
ま

た
、
同
大
学
は
、
11
時
間
12
分
32
秒

で
総
合
８
位
と
な
り
、
来
年
の
箱
根

駅
伝
の
シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

来
年
の
箱
根
駅
伝
に
向
け
て
、「
自

己
ベ
ス
ト
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、

チ
ー
ム
で
過
去
最
高
成
績
の
７
位
以

上
を
目
指
し
た
い
。
山
登
り
や
下
り

の
５
区
、
６
区
に
も
挑
戦
し
て
み
た

い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

◇

石
川
さ
ん
は
、
１
月
28
日
㈰
に

行
わ
れ
た
「
第
59
回
県
郡
市
町
対

抗
駅
伝
競
走
大
会
」
に
も
南
那
須

チ
ー
ム
代
表
と
し
て
復
路
６
区
を

走
り
ま
し
た
。
記
録
は
、
32
分
７

秒
で
区
間
３
位
と
大
健
闘
し
ま
し

た
。
南
那
須
チ
ー
ム
は
、
住
路
31

位
、
復
路
10
位
と
な
り
、
総
合
で

は
22
位
と
い
う
成
績
を
収
め
ま
し

た
。
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烏
合
の
手
が
育
て
た
大
根
を
使
っ
た

た
く
あ
ん
漬
け
体
験
２
０
１
７

元
外
交
官
・
神
長
さ
ん

市
内
で
公
開
講
座

国
内
外
の
政
治
や
宗
教
を
考
え
る

12
月
16
日
㈯
、
烏
合
の
手
（
齊
藤

貴
広
代
表
）
に
よ
る
「
た
く
あ
ん
漬

け
体
験
」
が
、
建
築
工
房
ヒ
ロ
エ
を

会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
今
年
で
４
回
目
と
な
る
イ

ベ
ン
ト
で
、
市
内
外
か
ら
参
加
し
た

約
20
人
が
烏
合
の
手
メ
ン
バ
ー
の
國

井
剛
さ
ん
を
講
師
に
、
烏
合
の
手
の

農
園
で
育
て
た
大
根
や
、
米
ぬ
か
、

塩
な
ど
を
使
っ
て
樽
い
っ
ぱ
い
に
た

く
あ
ん
を
漬
け
ま
し
た
。
完
成
す
る

ま
で
に
は
約
２
～
３
週
間
か
か
る
そ

う
で
、
参
加
者
か
ら
は
、「
完
成
す

る
の
が
楽
し
み
」
と
い
う
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。

烏
合
の
手
は
、「
ま
ち
の
た
め
に

何
か
で
き
な
い
か
」
と
い
う
思
い
か

ら
烏
山
高
校
の
同
級
生
４
人
で
２
０

１
４
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
の
中
に
は
、
ジ
ュ
ー
ス
作
り
を

し
て
い
る
人
や
、
家
庭
菜
園
を
し
て

い
て
、
野
菜
を
配
っ
た
り
し
て
い
る

人
が
い
た
こ
と
か
ら
、
自
分
た
ち
で

育
て
た
野
菜
や
市
で
採
れ
た
も
の
を

使
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
を
作
り
、
那
須
烏

山
市
の
お
土
産
と
し
て
販
売
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
山
あ
げ
祭
な
ど
で

は
、
カ
フ
ェ
や
マ
ル
シ
ェ
を
開
き
、

地
域
と
の
交
流
も
深
め
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ー
ス
は
、
烏
合
の
手
が
管

理
す
る
農
園
で
育
て
た
ト
マ
ト
を

使
っ
た
「
赤
あ
か
が
ら
す
烏
」、
に
っ
こ
り
梨

を
使
っ
た
「
梨
な
し
が
ら
す
烏
」、
国
見
の
ミ

カ
ン
を
使
っ
た
「
橙
だ
い
だ
い
が
ら
す
烏
」
の
３

種
類
が
あ
り
、
赤
烏
と
梨
烏
は
本

市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

齊
藤
さ
ん
は
、「
今
後
は
、
カ

フ
ェ
や
マ
ル
シ
ェ
を
今
ま
で
以
上

に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
ジ
ュ
ー
ス
を
７
種
類
に
増
や

す
な
ど
し
て
活
動
を
拡
大
し
、
そ

れ
ら
を
通
し
て
地
域
貢
献
が
で
き

れ
ば
い
い
と
思
う
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
那
珂
川
流
域
悠
遊
会

（
荒
井
丈
夫
代
表
）
で
は
、
11
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
市
民
カ
フ
ェ
35
番

館
を
会
場
に
、
元
外
交
官
の
神
長
善

次
さ
ん
に
よ
る
公
開
講
座
を
開
き
ま

し
た
。

講
師
の
神
長
さ
ん
は
、
那
須
烏
山

市
（
旧
烏
山
町
）
出
身
で
、
外
交
官

の
経
験
や
、
退
官
後
は
宇
都
宮
大
客

員
教
授
な
ど
も
務
め
、
現
在
で
も
同

大
で
公
開
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
「
世
界
の
姿
、
自
分
の
姿
」

と
題
し
た
５
回
の
講
座
に
は
地
域
住

▲たくあん漬けに挑戦す
る参加者。
▶︎烏合の手が栽培した野
菜などを使って作ったジ
ュース。

民
延
べ
１
０
０
人
以
上
が
参
加
。
国

内
外
の
政
治
や
宗
教
、
死
生
観
な
ど

テ
ー
マ
に
講
義
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

那
須
烏
山
の
民
話
な
ど
も
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

最
終
回
と
な
っ
た
12
月
17
日
㈰
の

講
演
で
は
、
健
康
と
長
寿
に
つ
い
て

も
語
ら
れ
、
効
率
的
な
食
事
方
法
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

神
長
さ
ん
は
、「
今
住
ん
で
い
る

環
境
に
満
足
せ
ず
、
視
野
を
世
界
に

向
け
る
こ
と
が
大
切
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

神
長
さ
ん
に
よ
る
公
開
講
座
。
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五
味
淵
さ
ん
・
和
久
さ
ん
が
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ま
し
た

な
す
か
ら
ジ
オ
の
会
プ
チ
ェ
ー
ロ

海
に
沈
ん
で
い
た
時
代
の
地
層
を
整
備

小
木
須
の
五
味
淵
進
さ
ん
が
、
12

月
25
日
㈪
に
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ま

し
た
。
五
味
淵
さ
ん
は
、
早
朝
の
ラ

ジ
オ
体
操
や
１
時
間
ほ
ど
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
日
課
と
し
、
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
週

１
回
地
域
の
お
年
寄
り
と
一
緒
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
す
る
な
ど
毎
日

を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

約
70
年
前
に
は
、
ビ
ル
マ
派
遣
運

林
３
０
０
７
部
隊
獨
立
自
動
車
１
０

12
月
23
日
（
土
・
祝
）、
那
須
烏

山
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
事
業
を
支
援
す

る
「
な
す
か
ら
ジ
オ
の
会
プ
チ
ェ
ー

ロ
」
の
10
人
が
、
大
里
の
「
万
ま
ん
ぎ
ょ
う行

露
頭
」
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

万
行
露
頭
は
、
日
本
列
島
の
大
部

分
が
海
中
に
あ
っ
た
約
１
２
０
０
万

年
前
に
、
泥
や
砂
、
火
山
灰
が
海
底

に
溜
ま
っ
て
で
き
た
も
の
で
、
風
化

和久さん。
万行露頭を整備するプチェーロのメンバー。

五味淵さん。

三
味
線
の
演
奏
を
披
露
す
る
こ
ど

も
常
磐
津
教
室
の
皆
さ
ん
。

こども常磐津教室発表会
三味線や浄瑠璃の練習成果を披露
　 １ 月21日㈰、今年で ７ 回目となる烏山山あげ保存会芸
能部会による「こども常磐津教室発表会」が、烏山公民館
で開かれ、同教室に通う小・中学生や高校生、保護者11人
が日頃の練習の成果を披露しました。
　同教室は、文化庁の伝統文化親子教室事業の助成によ
り、本市出身の常磐津津紫摩さんの指導のもと、地域の子
どもたちを中心に開かれているもので、山あげ祭などに
も出演しています。
　当日は、三味線や浄瑠璃による「メリーさんのひつじ」
や「荒城の月」、山あげ祭でお馴染みの「将門」、「蛇姫様」な
ど ７曲を披露しました。同保存会芸能部会員（常磐津）で、
県文化財保護審議会会長も務めている齊藤弘江さんによ

る講評では、「昨年より数段上手になっていて感激した。
これからの山あげ祭を担ってもらえると思うと心強い」
と期待の声が寄せられました。また、発表をした荒川小
６年高坂美月さん（田野倉）は、「初めての発表会で緊張し
たけれど、練習より上手にできたので良かった。これか
らもっと練習して上手になりたい」と話していました。

２
大
隊
第
３
３
４
中
隊
と
し
て
イ
ン

パ
ー
ル
作
戦
に
も
参
加
。
昭
和
46
年

か
ら
は
、
旧
烏
山
町
の
町
議
会
議
員

と
し
て
町
政
の
発
展
に
３
期
12
年
務

め
ま
し
た
。
平
成
18
年
に
は
、
旭
日

單
光
章
を
受
章
し
て
い
ま
す
。

五
味
淵
さ
ん
は
、「
１
０
０
年
間
、

家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ

て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
く
よ
く
よ

せ
ず
、
運
動
を
し
て
元
気
に
過
ご
し

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

◇

１
月
20
日
㈯
に
は
、
興
野
の
和
久

チ
イ
さ
ん
が
、
満
１
０
０
歳
を
迎
え

ま
し
た
。

普
段
は
、
施
設
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
に
行
っ
た
り
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
協
力
を
受
け
た
り
し
な
が
ら
在
宅

で
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

長
寿
の
秘
訣
は
、「
よ
く
噛
ん
で
ゆ
っ

く
り
食
べ
る
こ
と
」
だ
そ
う
で
、
３
食

の
食
事
も
し
っ
か
り
と
と
っ
て
い
る
と

い
い
ま
す
。

お
祝
い
の
日
に
は
、
娘
夫
婦
や
川
俣

純
子
市
長
が
自
宅
に
訪
れ
、
市
長
か
ら

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
話
し

か
け
る
と
、
笑
み
を
見
せ
「
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
答
え
て
い

ま
し
た
。

に
対
す
る
抵
抗
の
違
い
か
ら
、
凝
灰
岩

や
砂
岩
、
泥
岩
が
出
っ
張
っ
て
い
る
様

子
が
確
認
で
き
る
地
層
で
す
。

当
日
は
、
地
層
が
観
察
で
き
る
よ

う
に
、
地
層
を
覆
っ
て
い
た
つ
る
草
や

土
を
取
り
除
く
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

会
員
た
ち
は
、「
市
民
の
皆
さ
ん
が
少

し
で
も
地
層
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
れ

ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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赤
ち
ゃ
ん
名	

（
保　

護　

者
）
住	

所

荒　

井　

恒こ
う　

輝き
（
敏
充
・
香
奈
）
大　

沢

五
月
女　

蒼る　

星い
（
淳
・
渚

）神　

長

各　

務　

宗そ
う　

司し
（
卓
馬
・
香
織
）
鴻
野
山

渡　

邉　

孝こ
う
た
ろ
う

太
郎（
修
・
●
●
●
）
曲　

畑

佐　

藤　

維い

お

り
士
吏（
聡
司
・
有
香
）
三　

箇

堀　

江　

奈な　
な々
（
初
始
・
妙
子
）
向　

田

大　

輪　

琉る　

稀き
（
真
彦
・
有
果
）
下　

境

塚　

原　

寛ひ
ろ　

之ゆ
き（
美
之
・
広
美
）
野　

上

中　

川　
　
　

葵
あ
お
い（
亮
・
紘
子
）
大　

金

長　

井　

煌こ
う　

太た
（
治
樹
・
彩
央
里
）
田
野
倉

小　

池　

悠ゆ
う　

人と
（
弘
恭
・
千
秋
）
小　

倉

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情
報

の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

〇
雪
、た
く
さ
ん
降
り
ま
し
た

ね
。
み
な
さ
ん
、通
勤
や
通
学

は
大
丈
夫
で
し
た
か
？
い
つ
も

よ
り
早
め
に
家
を
出
た
り
、運

転
で
気
を
遣
っ
た
り
な
ん
だ
か

疲
れ
ま
す
ね
。雪
国
に
住
む
人
た
ち
は
、

冬
は
毎
日
こ
ん
な
思
い
を
し
て
通
勤
し
て

い
る
の
か
な
？
と
思
う
と
、私
は
栃
木
で

良
か
っ
た
な
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

○
雪
の
日
は
、家
か
ら
出
ず
に
お
茶
で
も

飲
み
な
が
ら
家
で
ま
っ
た
り
し
た
い
も
の

で
す
。あ
、お
茶
と
い
え
ば
…
、高
校
生
の

い
と
こ
が
秋
に
京
都
方
面
へ
修
学
旅
行
に

行
っ
た
ん
で
す
。ど
こ
か
行
く
と
必
ず
お

土
産
を
買
っ
て
き
て
く
れ
る
の
で
す
が
、

今
回
は「
た
ま
ろ
買
っ
て
き
た
よ
～
」と
。

○
も
ら
っ
て
な
る
ほ
ど
。パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

は「
玉
露
」の
文
字
が
！
読
み
方
に
よ
っ
て

は
…
た
ま
ろ
…
だ
…
っ
。で
も
残
念
、正

解
は「
ぎ
ょ
く
ろ
」で
し
た
～（
笑
）

○
け
れ
ど
、実
は
私
も
よ
く
読
み
間
違
え

る
の
で
す
…
。大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
読
み
間

違
え
は
恥
ず
か
し
い
と
思
っ
て
気
を
付
け
て
は

い
る
の
で
す
が
、た
ま
に
素
が
出
て
し
ま
う
ん

で
す
。ち
ょ
っ
と
前
に
は
、カ
レ
ン
ダ
ー
を
指

さ
し
て「
明
日
、ゲ
シ
だ
っ
て
～
！
」と
言
っ
た

ら
職
場
の
み
ん
な
の
顔
が「
は
？
」「
え
？
」っ
て

顔
を
し
て
い
ま
し
た
。そ
う
、カ
レ
ン
ダ
ー
は

12
月
。夏
至
な
わ
け
は
な
く
、「
冬
至（
と
う
じ
）」

で
し
た（
汗
）あ
〜
、恥
ず
か
し
い
!!

●
第
51
回
栃
木
県
小
学
生
剣
道
錬
成
大
会

（
12
月
17
日
㈰
、県
体
育
館
本
館
）

［
６
年
男
子
９
組
］▽
優
勝
：
鈴
木
佳
実（
宏
倫

剣
道
）　
［
５
年
男
子
９
組
］▽
優
勝
：
髙
野
裕

翔（
宏
倫
剣
道
）

●
納
射
会（
12
月
24
日
㈰
、烏
山
弓
道
場
）

［
小
学
生
の
部
］▽
優
勝
：
苅
部
愛
斗（
烏
山
小
）　

▽
準
優
勝
：
川
島
葉
音（
七
合
小
）　

▽
第
３
位
：

川
島
悠
葉（
七
合
小
）　
［
一
般
の
部
］▽
優
勝
：

雫
由
起
男（
南
大
和
久
）　

▽
準
優
勝
：
平
山
智

明（
上
境
）　

▽
第
３
位
：
金
子
恒
彦（
南
大
和
久
）

●
平
成
29
年
度
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

◇
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

内
山
直
之
様（
東
京
都
世
田
谷
区
）、千
田
健

一
郎
様（
神
奈
川
県
横
浜
市
）か
ら
各
５
千
円
、

坂
野
智
憲
様（
宮
城
県
仙
台
市
）、小
出
朱
美
様

（
東
京
都
渋
谷
区
）、和
泉
謙
太
郎
様（
埼
玉
県
川
口

市
）、高
野
淳
様（
東
京
都
大
田
区
）、渡
邊
志
津

雄
様（
愛
知
県
豊
田
市
）、鈴
木
利
子
様（
東
京
都

八
王
子
市
）、川
崎
真
様（
愛
知
県
名
古
屋
市
）、生

沼
ひ
か
り
様（
神
奈
川
県
川
崎
市
）、鎌
田
晴
美

様（
広
島
県
福
山
市
）、森
伸
一
郎
様（
奈
良
県
生
駒

郡
斑
鳩
町
）、田
邊
翔
平
様（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）、

三
森
謙
一
様（
東
京
都
町
田
市
）、木
村
宏
様（
埼

玉
県
春
日
部
市
）、東
信
行
様（
大
阪
府
大
阪
市
）、

［
親
と
子
の
部
］▽
優
秀
賞
：
屋
代
愛
・
晴
翔（
鴻

野
山
）

◇
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

［
小
学
生
の
部
］▽
入
選
：
岡
ア
ン
ニ
ケ
ル
蘭

奈（
江
川
小
）、三
島
健（
烏
山
小
）

◇
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

［
小
学
生
の
部
］▽
入
選
：
星
琉
碧（
烏
山
小
）、

佐
藤
遙
紀（
荒
川
小
）

水
野
真
樹
様（
神
奈
川
県
横
浜
市
）、瀬
戸
美
子

様（
東
京
都
江
戸
川
区
）、加
藤
寛
久
様（
東
京
都

大
田
区
）、藤
田
修
二
様（
東
京
都
新
宿
区
）、渡
部

直
子
様（
東
京
都
豊
島
区
）か
ら
各
１
万
円
、岡

村
誠
様（
埼
玉
県
上
尾
市
）か
ら
２
万
円
、田
中

博
様（
群
馬
県
安
中
市
）、大
町
之
夫
様（
埼
玉
県

新
座
市
）、浦
塚
皓
介
様（
大
阪
府
茨
木
市
）、渡
邊

恭
山
様（
千
葉
県
市
川
市
）か
ら
各
３
万
円
、本

田
敦
様（
埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
）か
ら
５
万
円
、

酒
井
信
義
様（
東
京
都
世
田
谷
区
）か
ら
10
万
円
、

匿
名
希
望
者
様
98
人
か
ら
計
１
５
３
万
１
千

円
が
本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

■
社
会
福
祉
事
業
寄
附
金

　

匿
名
希
望
者
様
か
ら
３
万
円
が
本
市
に
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

■
児
童
福
祉
事
業
寄
附
金

　

匿
名
希
望
者
様
か
ら
８
万
円
が
本
市
に
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

■
交
通
安
全
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
寄
附

　

那
須
南
農
業
協
同
組
合（
山
田
清
組
合
長
）か

ら
交
通
安
全
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
２
基
が
寄
附
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
、向
田

地
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

栃
木
県
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
が

烏
山
母
子
寮
に
30
万
円
を
寄
附

　

12
月
８
日
㈮
、
栃
木
県
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
（
菊
地

豊
樹
理
事
長
）
か
ら
、
社
会
福
祉
法
人
南
那
須
社
会
事
業
協

会
（
佐
藤
亜
夫
理
事
長
）
が
管
理
・
運
営
す
る
烏
山
母
子
寮

に
30
万
円
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
寄
附
金
は
、
施
設
と

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
有
効
的
に
使
わ
れ
ま
す
。

チ
ャ
ン
テ
ィ

フ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
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お
わ
び
と
訂
正

　

１
月
号
12
ペ
ー
ジ
「
山
あ
げ
俳
句
全

国
大
会
」
の
記
事
で
、「
け
さ
秋
の
わ

れ
行
き
過
ぎ
ぬ
蹇
え
ぬ
」
と
あ
る
の
は

誤
り
で
す
。
正
し
く
は
「
け
さ
秋
の
わ

れ
生
き
過
ぎ
ぬ
蹇
え
ぬ
」
で
す
。
お
わ

び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

★一般図書★
『日本の神様解剖図鑑』	 平藤　喜久子
『徳川家が見た西郷隆盛の真実』	 徳川　宗英
『米朝密約』	 日高　義樹
『ミュージカルへのまわり道』	 石塚　克彦
『自衛隊の陸・海・空最新国防兵器』

野口　卓也
『おうちでおいしい基本の中華』

主婦の友社編集
『おりがみパズル』	 大原　まゆみ
『幼年水の町』	 小池　昌代
『こういう旅はもう二度としないだろう』

銀色　夏生
『うちの子になりなよ』	 古泉　智浩
『俺はエージェント』	 大沢　在昌
『絶望の歌を唄え』	 堂場　瞬一
『アティカス、冒険と人生をくれた犬』

トムライアン

『天帝のみはるかす桜火』	古野　まほろ
★児童図書★

『よくわかる人工知能』	 松尾　豊
『羽生善治監修子ども将棋入門』

安次嶺　隆幸
『気をつけよう！情報モラル』汐文社編集
『地球と生命の大進化！』	 講談社編集
『やばいウンチのせいぶつ図鑑』今泉　忠明
『まさかさかさま回文めいじん』

ながた　みかこ
『おおきなドーナツふたごまじょソラン
とサラン』	 平塚　ウタ子
『恐怖のむかし遊び』	 にかいどう　青
『魔法探偵ジングル』	 大空　なごむ
『ペンギンがとぶ』	 ひだの　かな代
『森から海へ』	 さとう　ひろし
『ラッパのつぎはパンツ？』	生田　竜司
『ぎゅっ』	 ミフサマ

2018.1.1現在
（　）対前月比

人口 26,111（-28）

世帯数 9,408

男	 12,927
出生		 12
転入		 51

女	 13,184
死亡		 41
転出		 50

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

俳
　
句　

	
	

水
野　

信
一　

選

廃
屋
の
庭
華
や
か
に
水
仙
花小

針　

久
子
（
月　

次
）

神
棚
を
正
し
て
終
へ
る
煤
払伊

藤　

博
志
（
田
野
倉
）

記
念
樹
の
臘
梅
友
は
遠
く
な
り須

田　

孝
子
（
城　

東
）

千
両
を
啄
み
て
鳥
大
空
へ

古
内　

晴
代
（
金　

井
）

川
　
柳
　　

	
	

篠
﨑　

酔
月　

選

パ
ン
ダ
の
子
名
前
を
貰
い
人
気
者

山
本　

愛
子
（
下
川
井
）

仲
人
の
笑
顔
で
丸
く
治
め
ら
れ

 

舩
山　

栄
一
（
熊　

田
）

入
札
で
当
て
た
現
場
の
初
仕
事関　

　

元
氣
（
小　

塙
）

お
い
で
や
す
心
ひ
か
れ
る
古
都
の
宿

川
俣
登
志
子
（　

旭　

）

短
　
歌　

	

　

	

福
澤　

悦
子　

選

寂
聴
師
に
励
ま
さ
れ
け
り
山
あ
げ
の
俳
句
大
会
小
春

日
の
中	

柳　

つ
し
ま
（
中　

央
）

メ
キ
シ
コ
の
来
客
に
孫
の
通
訳
の
見
事
に
て
楽
し
い

会
話
は
ず
め
り	

川
手　

ト
ヨ
（
金　

井
）

息
子
の
帰
り
待
ち
て
叶
わ
ざ
り
し
夜
の
鶴
母
は
な
き

が
ら
を
胸
に
抱
き
し
む	

三
森　

純
子
（
中　

央
）

父
の
文
字
ラ
ベ
ル
に
残
る
梅
酒
瓶
に
芋
が
ら
を
仕
舞

う
そ
っ
と
撫な

で
つ
つ	

	

水
上
キ
ヨ
子
（
志　

鳥
）

作品
募集

毎
月
10
日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
統
計
グ
ル
ー
プ�

（
〒
３
２
１
―
０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

市の人口

　

年
末
か
ら
徐
々
に
凍
り
始
め
た
龍
門
の
滝
。

数
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
大
寒
波
な
ど
の
影

響
で
、
１
月
中
旬
頃
に
、
ほ
ぼ
全
面
が
凍
り

ま
し
た
。
め
ず
ら
し
い
光
景
に
大
勢
の
カ
メ

ラ
マ
ン
で
連
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

龍
門
の
滝
が
凍
結
☃

凍
結
し
た
龍
門
の
滝
。
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烏山高校ってこんなところ！〜烏山学編①〜

「
ジ
オ
」の
不
思
議�

た
っ
ぷ
り
の
篭
山

　

向
田
地
区
、
那
珂
川
右
岸
側
の
山

中
に
、
篭
山
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
で
は
木
々
の
中
に
ま

ぎ
れ
て
奇
岩
が
林
立
す
る
状
態
を
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
は

ま
る
で
Ｓ
Ｆ
映
画
の
世
界
に
入
り
込

ん
だ
か
の
よ
う
な
光
景
で
、
大
地
の

物
語
る
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
こ
と
間
違

い
な
し
で
す
。
ま
た
、
篭
山
は
別
名

霞
ヶ
岳
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
頂
上
は

那
珂
川
と
荒
川
の
合
流
点
付
近
を
見

渡
す
こ
と
の
で
き
る
眺
望
良
好
な
場

10

～
見
ど
こ
ろ
紹
介
～

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
ど
の
よ
う
に
こ
の
篭
山
に
奇

岩
が
で
き
た
の
か
。
そ
れ
は
今
で
も

ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。「
ジ

オ
」
の
不
思
議
が
た
っ
ぷ
り
残
る
篭

山
で
、
あ
な
た
も
こ
の
謎
を
紐
解
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

何
気
な
い
見
慣
れ
た
風
景
の
中
に

も
、「
ジ
オ
」
の
不
思
議
は
潜
ん
で

い
ま
す
。「
な
ぜ
こ
こ
は
、
こ
ん
な

地
形
な
ん
だ
ろ
う
？
」
と
視
点
を
変

え
て
み
る
と
新
た
な
発
見
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
生
活
に

身
近
で
あ
る
と
こ
ろ
も
「
ジ
オ
パ
ー

ク
」
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。今回の

見どころ！

　今年度、創立10周年を迎えた烏山高校では「烏山学」が開講しました。さて、どんな学習なのでしょうか？
実際に烏山学に参加した１年生の皆さんに教えてもらいましょう！

●烏山学ってなに？
　烏山学は、将来、地域社会で活躍できる人材になることを目標に掲げた学習です。那須烏山市が
抱える地域の課題と、私たちの希望進路を入り口に、自分の生き方やあり方を考える進路学習となっ
ています。また、市が抱える課題を解決するための方法を考えたり、解決する力を身に付けたりす
ることや、地域で活躍する大人とのかかわりを通してその人々の生き様に触れ、地域への理解を深
めることを目的とした地域学習でもあります。今年度は、１年生のみの活動ですが、来年度からは、
学年の幅を広げて活動する予定です。

●どんな人たちが先生なの？
　「山あげ体験学習」では、山あげ行事の当番を務める６町の若衆や烏山山あげ保存会芸能部会の
皆さんに先生としてご指導いただきました。「選択プログラム」では、県内の大学の先生をはじ
め、那須烏山市職員、那須烏山市社会福祉協議会、ＪＡなす南、那須南病院、市内の企業や農家、
NPO法人など地域の大人に先生役になっていただき、様々なことを教えていただきました。
　私が体験した那須南病院では、病院が抱える現状や将来の進路選択についても病院に勤務してい
るお医者さんや看護師さんの生の声を聞くことができ、とても勉強になりました。

●烏山学ではどんなことをしたの？
　烏山学は、「共通プログラム」と「選択プログラム」の２つで構成されています。
　「共通プログラム」は、９月30日㈯に、１年生を対象に旧烏山女子高跡地で「山あげ体験学習」
を行いました。烏山山あげ保存会の皆さんにご協力をいただきながら、「瀧山班」「踊り・常磐津班」
など６班に分かれ、烏山の山あげ行事を体験しました。「選択プログラム」は全部で14テーマあり、
1人１つを選択します。例えば、「烏山城と那須烏山の近代化遺産」「地元で子育てしよう」などが
あり、10月25日㈬、26日㈭に実施しました。
　私は「地元で働く」というテーマを選択し、那須南病院で体験を行いました。地域医療の現場を
自分の目で見ることによって将来の夢である看護師についてイメージを膨らますことができました。

鈴木俊輝さん（神長）

長山悠衣さん（南１丁目）

須田菜月さん（中央３丁目）


